


































した。それが，英盟中央イングランド大学 (Universityof Centra1 England)所蔵の「マりオ




る当時のパーミソガム・ポリテクニック (Cityof Birmingham Polytechnic，現在の中央イン
-118-
よみがえる「守イゾド・ピタチャ-J
グランド大学)美術教育研究室へ寄婚された遺品を基礎に構成された，マ日オ y ・3チャー トーれソ
ンの教育者としての業績に関する記録を保管したものである。 i司アーカイブはその後1977年まで
に資料番号と検索カードによって一応の整理がなされ，また，ヴィタト Uアーアゾド・アノレパー







































































ホノレター ホルダーに残る記録等 制作年代 錦考
ホノレダー 外 7議""16歳 1916-1928 
金l Preparatory and Form 1，平均 7議 1920 
金2 Lower n，平均9歳 1917-1923 
金3 Lower田，平均11歳 1922-1924 
金4 Upper IT，平均12歳 1920-1921 
金5 Lower N，平均13歳 1917-1921 
金6 (UpperN，平均13歳) 1917-1928 所在不明
金7 Upper N，平均14歳 1918-1925 
金8 Upper N，平均14蔵 1921 
金9 Lower V 1921 パンフ νットに記載されず
金10 Lower V，平均15歳 1924 パンフレットに記載されず
金11 Upper V，平均16歳 1920 パンフレットに記載されず
金12 初期のマインド・ピクチャー 1916-1921 パンフレットに記載されず
銀l 6裁--15藤
銀2 所在不明





















































(free mind pictures)とし、う用語の使用である。 1925年のロンドンにおける講演からは，単に「マ
インド・ピクチャ-Jとした語の使用が克られるようになる。特に， ロゾドソ・カウ γティ・カ












など， iマインド・ピクチャ -Jを指導の根本に位置付けるような記述(註 9)が見られると同時
に， iマインド・ピクチャーJの解釈を拡大しすぎないよう，常に限定的に取り扱い，あくまで
も学習者がイメージを視覚化するための「トレーニング」以上の意義づけをしようとしなかった








































































るジョン・スウィフト博士の仮説 (Swift，John “Marion Richardson and the Mind Picture" 
Canαdian Review of Art Education Research， Vo1.13 Canadian Society for Education Through 





(註 2)Richardson， Marion Art and the Child， University of London Press， 1948邦訳稲村退






様の矛盾が見られる。 (Richardson，前掲醤， p.14，pp.51-52，この点はCampbell，Alasdair 
l“Marion Richardson: A Misunderstood Figure in Art Education" M.Phil dissertation， un-
published， Birmingham Polytechnic， 1980， pp.5-6により指摘された。)
(註4)Richardson，前掲審， p.51 
(註5)例えば， 1920年のチゼック展の感想を警き留めたと思われるメモ (MRA3420)など。
(註 6)この点については， リチャードソンの講演原稿でも何度か言及されている。例えば， ロンド
ン・カウンティ・カウンシルにおける第 l呂講演累積 (MRA3422A )。
(註7)MRA 3422A 
(註8)Swift， John The Marion Richardson Archi・ve，School of Art Education， City of Birmin-
gham Polytechnic， 1985 
(註9)特に，第二番目の指導計画警と， 1925年のロンドソ講演に顕著に見られる。
(註10)MRA 3422A 
(註11)Catalogue 01 the Exhibition 01 Drawings by Girls 01 the Dudley High School， London， 
The Independent Gallery， 1923 
(註12)Richardson，前掲翠 p20
(註13)Marion Richardson Memorial Exhibz"tion， The Arts Council of Great Britain， 1948 
(註14)Richardson， Writing and Wri・tingPatterns， University of London Press， 1935 
(註15)MRA 3371など。
(註16)彼女の死後発刊された『美術と子ども』の書評において，パラード (P.B.Ballard)がリチャー
ドソンを「イギリスのチゼック (EnglishCizek ) Jと称えたことなどにも象徴的に表れている。
(Teachers World， 1948年12月8自付)
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